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か
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
賑
わ

い
創
生
実
現
の
た
め
に
、
中
心

市
街
地
に
あ
る
商
店
街
へ
の
取

り
組
み
や
支
援
策
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

中
央
通
り
線
拡
幅
に
伴
い
、
店

舗
の
廃
業
が
加
速
す
る
懸
念
も

あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
働
き
か

け
て
い
く
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答

商
工
会
議
所
と
連
携
し

て
商
店
街
代
表
者
と
の
意
見
交

換
を
定
期
的
に
行
い
、
情
報
共

有
す
る
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト
事

業
や
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
、

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

の
主
な
役
割
は
、
①
認
知
症
疾

患
に
関
す
る
専
門
医
療
相
談
、

②
認
知
症
疾
患
の
鑑
別
診
断
・

初
期
対
応
、
③
認
知
症
疾
患
の

合
併
症
・
周
辺
症
状
へ
の
急
性

期
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

入
管
法
改
正
に
伴
う
本
市
の
外

国
人
材
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問

外
国
人
在
留
者
の
増
加

に
伴
う
住
民
票
等
登
録
及
び
健

康
保
険
へ
の
加
入
や
納
税
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

今
後
、
多
く
の
外
国
人

空
き
店
舗
で
創
業
す
る
際
の
創

業
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、中
央
通
り
線
の
拡
幅
で
は
、

よ
り
安
全
な
道
路
と
し
て
賑
わ

い
創
出
が
で
き
る
空
間
に
な
る

と
考
え
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
店
舗

経
営
の
継
続
に
は
、
個
店
の
魅

力
と
経
営
力
を
磨
き
上
げ
、
足

を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
店
舗

づ
く
り
を
は
じ
め
、
設
備
資
金

に
対
応
し
た
制
度
融
資
や
事
業

承
継
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
の
必
要
性

の
方
の
住
民
登
録
も
予
想
さ
れ

る
ほ
か
、
日
本
独
自
の
制
度
で

あ
る
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年

金
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
の
方

に
は
理
解
が
困
難
な
場
合
も
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の

増
加
に
合
わ
せ
、
多
言
語
に
対

応
し
た
案
内
表
示
や
説
明
用
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
、
説
明
資
料
等
の

準
備
・
作
成
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
在
留
外
国
人
の

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

質
問

今
後
の
外
国
人
在
留
者

の
増
加
に
伴
う
通
訳
及
び
相
談

質
問

交
流
・
定
住
人
口
増
加

の
実
現
に
は
、
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
は
不
可
欠
と
考
え
ま
す
が
、

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

イ
ン
タ
ー
周
辺
は
市
街

化
調
整
区
域
及
び
農
業
振
興
地

域
で
あ
る
た
め
、
開
発
を
進
め

る
に
は
課
題
が
多
い
で
す
が
、

イ
ン
タ
ー
立
地
の
優
位
性
並
び

に
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
開
発

の
必
要
性
は
高
く
、
工
夫
の
余

地
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
開
発
の
可
能
性
の
あ
る

土
地
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
や

調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

員
の
増
員
な
ど
の
配
置
対
応
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

今
後
の
外
国
人
増
加
が

見
込
ま
れ
る
側
面
も
あ
り
ま
す

が
、
当
面
現
状
の
３
名
体
制
を

継
続
し
、
相
談
件
数
の
増
加
に

応
じ
て
増
強
な
ど
の
対
応
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

外
国
人
在
留
者
の
た
め

の
社
会
生
活
上
の
支
援
等
の
考

え
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

入
管
法
改
正
後
の
動
向

を
注
視
し
、
外
国
人
増
加
へ
の

対
応
や
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

質
問

新
た
な
財
源
の
確
保
に

向
け
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制

度
を
利
用
し
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
経
費
節
減
に
努
め
て
い

く
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答

現
状
、
導
入
実
績
が
な

い
の
は
、
企
業
と
の
契
約
に
当

た
り
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
る
か

ら
で
す
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

質
問

本
市
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
設
置
、
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
の
配
置
、
認
知
症

カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど
様
々
な
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

ツ
は
自
主
財
源
確
保
の
た
め
に

は
有
効
な
手
法
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
財
源
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
へ
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
今
後
、
様
々
な
事
例
を
参

考
と
し
、
課
題
を
的
確
に
整
理

し
て
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
生

質
問

人
口
減
少
・
高
齢
化
が

進
む
中
、
本
市
で
は
、
ま
ち
な

タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
現
在
群
馬

大
学
病
院
な
ど
県
内
13
の
医
療

機
関
が
県
の
指
定
を
受
け
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
医
療

法
人
康
生
会
（
社
団
）
つ
つ
じ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
県
の

指
定
を
受
け
、
本
年
10
月
よ
り

松
本
　
隆
志 

議
員

柴
田
　
信 

議
員

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
中
心
市
街
地
、

 
館
林
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
つ
い
て

　

本
市
の
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
政
策
に
つ
い
て


